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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
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ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登
録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。



アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ

1. Oracle Grid Infrastructure とは

2. Oracle Grid Infrastructure の主要な機能
• サーバー・プール

• Single Client Access Name (SCAN)

• Grid Plug and Play (GPnP)

• Oracle ASM File System (ACFS)
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• Oracle ASM File System (ACFS)

3. 11g Release 2 における構成
• ハードウェア構成

• ソフトウェア構成

4. 追加情報・注意事項

5. まとめ



Oracle Grid Infrastructure とはとはとはとは
Oracle Database 11g Release 2 のののの統合統合統合統合システムシステムシステムシステム基盤基盤基盤基盤

Oracle 9i ～～～～

Oracle 10g ～～～～

Oracle 11g R2

複数複数複数複数サービスサービスサービスサービス基盤基盤基盤基盤
共用共用共用共用データベースデータベースデータベースデータベース

単一単一単一単一サービスサービスサービスサービス基盤基盤基盤基盤

可用性可用性可用性可用性とととと拡張性拡張性拡張性拡張性可用性可用性可用性可用性とととと拡張性拡張性拡張性拡張性

複数複数複数複数のグリッドをのグリッドをのグリッドをのグリッドを束束束束ねたねたねたねた
共用共用共用共用インフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャ

データセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッドデータセンター・グリッド

データベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッドデータベース・グリッド
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RAC
Oracle Clusterware

ASM

Oracle Grid InfrastructureOracle Grid Infrastructure

RAC RAC

ASM

Oracle Clusterware

RAC
Clusterware



• 11g Release 2 より Oracle Clusterware と Oracle ASM が統合され
Oracle Grid Infrastructure として提供

Oracle Grid Infrastructure のののの構成要素構成要素構成要素構成要素

11g R1 までまでまでまで 11g R2

Oracle Database

Oracle ASM

Oracle Clusterware

Oracle Database

Oracle ASM

Oracle Clusterware

単一単一単一単一システムシステムシステムシステム基盤基盤基盤基盤
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• 単一ディレクトリへインストール

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Clusterware

Oracle ASM

Oracle Clusterware

Oracle ASM

Oracle Clusterware

リスナーリスナーリスナーリスナー

リスナーリスナーリスナーリスナー

Grid Grid ホームホームホームホームホームホームホームホームCRS CRS ホームホームホームホームホームホームホームホーム

DB DB ホームホームホームホームホームホームホームホーム

DB DB ホームホームホームホームホームホームホームホーム

Database Database
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従来従来従来従来のデータベース・グリッドののデータベース・グリッドののデータベース・グリッドののデータベース・グリッドの課題課題課題課題

マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング 営業管理営業管理営業管理営業管理

CRMシステムシステムシステムシステム

販売管理販売管理販売管理販売管理 在庫管理在庫管理在庫管理在庫管理

販売販売販売販売システムシステムシステムシステム
DWH

� RACがががが複数複数複数複数サービスにリソースサービスにリソースサービスにリソースサービスにリソース提供提供提供提供

�物理物理物理物理サーバーをサービスにサーバーをサービスにサーバーをサービスにサーバーをサービスに割割割割りりりり当当当当てててて

特定特定特定特定のサーバーのサーバーのサーバーのサーバー上上上上でででで稼働稼働稼働稼働するするするする
データベースのデータベースのデータベースのデータベースの最適化最適化最適化最適化 � 複数複数複数複数のデータベース・グリッドのデータベース・グリッドのデータベース・グリッドのデータベース・グリッド間間間間でのリソースでのリソースでのリソースでのリソース

再配置再配置再配置再配置はできないはできないはできないはできない

� 物理物理物理物理サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを特定特定特定特定してソフトウェアがしてソフトウェアがしてソフトウェアがしてソフトウェアが稼動稼動稼動稼動
するためするためするためするため、、、、台数台数台数台数がががが増増増増えるとえるとえるとえると管理管理管理管理がががが複雑複雑複雑複雑

課題課題課題課題
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サービスサービスサービスサービス サービスサービスサービスサービスサービスサービスサービスサービス サービスサービスサービスサービス

RAC
Oracle Clusterware

ASM

RAC
Oracle Clusterware

ASM

サービスサービスサービスサービス

RAC
Oracle Clusterware

ASM



Oracle Clusterware によるサーバーによるサーバーによるサーバーによるサーバー統合統合統合統合

• 専用サーバーという考えを排除

• 物理サーバーの制限を排除して、データベース・グリッド間で
柔軟にリソースを配置

マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング 営業管理営業管理営業管理営業管理

CRMシステムシステムシステムシステム

販売管理販売管理販売管理販売管理 在庫管理在庫管理在庫管理在庫管理 DWH
販売販売販売販売システムシステムシステムシステム
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サービスサービスサービスサービス サービスサービスサービスサービスサービスサービスサービスサービス サービスサービスサービスサービス

RAC RAC

サービスサービスサービスサービス

RAC

ASM

Oracle Clusterware



Oracle Grid Infrastructure 全体像全体像全体像全体像

リソースのリソースのリソースのリソースの物理的物理的物理的物理的なななな所在所在所在所在をををを意識意識意識意識せずにサービスとしてせずにサービスとしてせずにサービスとしてせずにサービスとして利用可能利用可能利用可能利用可能

RAC ApplicationRAC

Server Pool Server Pool Server Pool

ServiceService

SCAN Listener

グリッドグリッドグリッドグリッド基盤基盤基盤基盤

= Oracle Grid Infrastructure

動的動的動的動的インフラにインフラにインフラにインフラに対応対応対応対応したしたしたした接続接続接続接続 (SCAN)
11.2 New

11.2 New
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Oracle ASM

Oracle Clusterware

Server Pool Server Pool Server Pool

Disk Group Disk Group Disk Group ストレージのストレージのストレージのストレージの仮想化仮想化仮想化仮想化

→ ディスク・グループディスク・グループディスク・グループディスク・グループ

サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの仮想化仮想化仮想化仮想化
(サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール)

11.2 New

ネットワークネットワークネットワークネットワーク固有固有固有固有のののの
設定設定設定設定をををを排除排除排除排除 (GPnP)

11.2 New

全全全全てのデータをてのデータをてのデータをてのデータを ASM 

でででで管理管理管理管理 (ACFS のののの導入導入導入導入)

11.2 New



アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ

1. Oracle Grid Infrastructure とは

2. Oracle Grid Infrastructure の主要な機能
• サーバー・プール

• Single Client Access Name (SCAN)

• Grid Plug and Play (GPnP)

• Oracle ASM File System (ACFS)
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• Oracle ASM File System (ACFS)

3. 11g Release 2 における構成
• ハードウェア構成

• ソフトウェア構成

4. 追加情報・注意事項

5. まとめ



Oracle Grid Infrastructure のののの主要主要主要主要なななな機能機能機能機能

• サーバーリソースの最適化を可能にするインフラ

• サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール

• 動的インフラに対応した接続方式

• Single Client Access Name (SCAN)
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• ネットワーク固有の設定を排除したドメインの構築

• Grid Plug and Play (GPnP)

• どのサーバー上でもアクセス可能なファイルシステム

• Oracle ASM Cluster File System (ACFS)



• Oracle Clusterware 配下のサーバーを管理する論理的なグループ

• クラスタ内に複数作成することが可能

• サーバー・プール間は排他的

• 1つのサーバーは特定のサーバー・プールにのみ配置可能

• クラスタを異なるワークロードで分離

サーバープールサーバープールサーバープールサーバープール
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サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールAPPSサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール RACDB

RAC データベースデータベースデータベースデータベース Application

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール Free

排他的排他的排他的排他的

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Clusterware

ポリシーポリシーポリシーポリシー

最小数最小数最小数最小数 : ３３３３

最大数最大数最大数最大数 : ３３３３

重要度重要度重要度重要度 : ２０２０２０２０

ビジネスビジネスビジネスビジネス要件要件要件要件にににに従従従従ってってってって、、、、
ポリシーをポリシーをポリシーをポリシーを定義定義定義定義



サーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールの属性属性属性属性

• サーバー・プールで定義される属性 (ポリシー属性)

• 最小数 (MIN_SIZE)

• サーバー・プールに含まれるサーバーの最小数

• デフォルトは 0

• 最大数 (MAX_SIZE)

• サーバー・プールに含まれるサーバーの最大数
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• サーバー・プールに含まれるサーバーの最大数

• デフォルトは 0

• 重要度 (IMPORTANCE)

• サーバー・プールの重要度 (範囲 : 0 – 1000)

• 値が大きいほど、重要度が高い

• デフォルトは 0

• Oracle Clusterware は、上記のポリシー属性を基に、サーバー・
プールにサーバーを割り当てる



組組組組みみみみ込込込込みサーバー・プールみサーバー・プールみサーバー・プールみサーバー・プール

• Generic サーバー・プール
• RAC データベースが稼動するサーバーを固定化する従来の方法
による管理 (管理者管理) で利用

• 以下の用途で利用されるサーバー・プール

• 管理者管理 RAC データベース
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• 下位バージョン (11g R1 まで) のデータベース

• 11g R2 にアップグレードしたデータベース

• 11g R2 シングル・インスタンス

• RAC One Node

• Free サーバー・プール
• どのサーバー・プールにも割り当てられていないサーバーを配置



【【【【参考参考参考参考】】】】 RAC One Node

シングル・データベースもシングル・データベースもシングル・データベースもシングル・データベースも統合統合統合統合システムでシステムでシステムでシステムで管理管理管理管理

DB DB

DB DB

Vendor Clusterware Vendor Clusterware

Enterprise

Edition

RAC 

One Node

• クラスタへの統合をしやすくするために導入
された Enterprise Edition (EE) のオプション

• 多数の HA 環境をクラスタに統合

• 待機系サーバーのコスト削減

• サード・パーティ製クラスタウェアの必要性を
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DB

RAC One

RAC One

RAC One

RAC One

空空空空きサーバーきサーバーきサーバーきサーバー

= 待機系待機系待機系待機系サーバーサーバーサーバーサーバー

Oracle Clusterware

Vendor Clusterware Vendor Clusterware

• サード・パーティ製クラスタウェアの必要性を
排除

• シングル・インスタンス RAC

• サーバーをまたがったインスタンスのライブ
マイグレーション

• ローリングパッチ

• クラスタに組み込まれた自動フェイルオーバー

• 標準化されたデータベース環境



サーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールの種類種類種類種類

• Generic サーバー・プール

• ユーザー定義サーバー・プール

• Free サーバー・プール
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Generic サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール ユーザーユーザーユーザーユーザー定義定義定義定義サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール Free サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール

ポリシーベースポリシーベースポリシーベースポリシーベース管理管理管理管理従来方式従来方式従来方式従来方式 (固定固定固定固定)

Oracle Clusterware

サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの動的動的動的動的なななな割割割割りりりり当当当当てててて



サーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールのサーバー・プールの作成例作成例作成例作成例
ポリシーポリシーポリシーポリシー管理管理管理管理 RAC データベースデータベースデータベースデータベース

1. 5 ノードのクラスタ環境を構築

2. サーバー・プール pool1 を作成

3. サーバー・プールにデータベースを作成し、サービスも作成

4. pool1 の MAX_SIZE を変更しサーバー・プールを拡張
• RAC データベースおよびサービスも拡張される

ポリシーポリシーポリシーポリシー

最小数 : 0 （デフォルト）

最大数 : 4

重要度 : 0 （デフォルト）
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• RAC データベースおよびサービスも拡張される

GenericFree pool1 

RAC データベースデータベースデータベースデータベース

BATCH

OLTP

CRM

GenericFree pool1

RAC データベースデータベースデータベースデータベース

BATCH

CRM

OLTP

ポリシーポリシーポリシーポリシー

最小数 : 0 （デフォルト）

最大数 : 4 → 5

重要度 : 0 （デフォルト）



Oracle Grid Infrastructure のののの主要主要主要主要なななな機能機能機能機能

• サーバーリソースの最適化を可能にするインフラ

• サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール

• 動的インフラに対応した接続方式

• Single Client Access Name (SCAN)
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• ネットワーク固有の設定を排除したドメインの構築

• Grid Plug and Play (GPnP)

• どのサーバー上でもアクセス可能なファイルシステム

• Oracle ASM Cluster File System (ACFS)



VIP をををを使用使用使用使用したしたしたした従来従来従来従来のののの接続方式接続方式接続方式接続方式

課題
• 接続時フェイルオーバー / ロードバランスの tnsnames.ora 設定が複雑

• ノード追加 / 削除時には、クライアント / サーバーの tnsnames.ora の
変更が必要

• VIP はサーバーに紐付く情報のため、動的なインフラへの対応が困難
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• VIP1, VIP2, VIP3
• ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

サービスはサービスはサービスはサービスは今今今今、、、、どのどのどのどの
サーバーでサーバーでサーバーでサーバーで動動動動いてるいてるいてるいてる？？？？

VIP はははは何何何何にににに変変変変わったわったわったわった？？？？

サービスがサービスがサービスがサービスが移動移動移動移動すればすればすればすれば、、、、

VIP もももも変変変変わるわるわるわる Service

ServiceService



• RAC 11g R2 より、RAC データベースへの接続は

Single Client Access Name (SCAN) を使用

RAC データベースへのデータベースへのデータベースへのデータベースへの接続接続接続接続

• VIP1, VIP2, VIP3

接続接続接続接続にににに必要必要必要必要なななな情報情報情報情報 (従来従来従来従来)

接続時接続時接続時接続時フェイルオーバーもしくフェイルオーバーもしくフェイルオーバーもしくフェイルオーバーもしく
はははは、、、、ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング機能機能機能機能をををを
利用利用利用利用するするするする場合場合場合場合はははは、、、、VIP をををを複数複数複数複数
指定指定指定指定

SCAN がががが各各各各サービスへのサービスへのサービスへのサービスへの接続接続接続接続をををを
自動的自動的自動的自動的にリダイレクトにリダイレクトにリダイレクトにリダイレクト
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• VIP1, VIP2, VIP3
• ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

• SCAN 名名名名
• ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

接続接続接続接続にににに必要必要必要必要なななな情報情報情報情報 (RAC 11g R2)

指定指定指定指定

CRM

S
C
A
N

HR

MAIL BATCH



Single Client Access Name (SCAN)

• クラスタへアクセスする際の単一のエイリアス

• クライアント/サーバーの接続設定の手間や複雑さを排除
• フェイルオーバーやロードバランシング機能の設定

• ノード追加 / 削除時の設定変更

• ポリシーベース管理に対応した接続
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常常常常にににに同同同同じじじじ設定設定設定設定でででで接続可能接続可能接続可能接続可能
�自動的自動的自動的自動的にににに接続時接続時接続時接続時フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー、、、、ロードロードロードロード

� バランスをバランスをバランスをバランスを実行実行実行実行

� ノードノードノードノード追加追加追加追加 / 削除時削除時削除時削除時もももも設定変更設定変更設定変更設定変更はははは不要不要不要不要

�物理物理物理物理サーバーにサーバーにサーバーにサーバーに依存依存依存依存しないしないしないしない接続接続接続接続

CRM

HR

MAIL

• SCAN 名名名名
• ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

• ポリシーベース管理に対応した接続
• サービスがどの物理サーバーに配置されても同じ設定で接続可能

• より大規模なクラスタへの接続に対応可能



SCAN のののの構成構成構成構成
SCAN のののの IP アドレスのアドレスのアドレスのアドレスの準備準備準備準備

• SCAN 名に対する ３ 個の IP アドレスを DNS もしくは、
Grid Naming Service (GNS) に登録が必要
• SCAN の名前解決で ３個の IP アドレスを返します

• 返る IP アドレスの順番は、DNS ラウンドロビンに依存
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SCAN のののの名前解決名前解決名前解決名前解決
(grid1.jp.oracle.com)

SCAN 名名名名 : grid1.jp.oracle.com 
+ SCAN VIP1 : xxx.xxx.xxx.100
+ SCAN VIP2 : xxx.xxx.xxx.101
+ SCAN VIP3 : xxx.xxx.xxx.102

* SCAN 名名名名からからからから登録済登録済登録済登録済みのみのみのみの IP アドレスをアドレスをアドレスをアドレスを返返返返すすすす

DNS サーバサーバサーバサーバ

IP アドレスのアドレスのアドレスのアドレスの取得取得取得取得

xxx.xxx.xxx.102

xxx.xxx.xxx.100

xxx.xxx.xxx.101

• SCAN 名名名名
• ポートポートポートポート番号番号番号番号
• サービスサービスサービスサービス名名名名 本資料本資料本資料本資料ではではではでは、、、、GNS のののの説明説明説明説明はははは割愛割愛割愛割愛しますしますしますします



データベースへのデータベースへのデータベースへのデータベースへの接続方法接続方法接続方法接続方法のののの比較比較比較比較

• VIP1, VIP2, VIP3, VIP4
•ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

tnsnames.ora にににに接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列をををを定義定義定義定義

• SCAN 名名名名
•ポートポートポートポート番号番号番号番号
•サービスサービスサービスサービス名名名名

EZCONNECT

従来従来従来従来のののの接続接続接続接続 (VIP) SCAN

接続接続接続接続にににに必要必要必要必要なななな情報情報情報情報 (従来従来従来従来)
接続接続接続接続にににに必要必要必要必要なななな情報情報情報情報 (RAC 11g R2)

※SCAN を使用した場合の接続形態には従来
どおり tnsnames.ora を使用することも可能
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VIP1

LISTENER1

VIP2

LISTENER2

VIP3

LISTENER3

VIP4

LISTENER4

SCAN VIP1

SCAN 

LISTENER1

SCAN VIP2

SCAN 

LISTENER2

SCAN VIP3

SCAN 

LISTENER3

SERVICE_A

VIP1

LISTENER1

VIP2

LISTENER2

VIP3

LISTENER3

VIP4

LISTENER4

SERVICE_A



SCAN によるによるによるによる接続接続接続接続

空空空空きプールきプールきプールきプール 使用使用使用使用プールプールプールプール

ACCOUNT CRM

ポイントポイントポイントポイント ③③③③

ノードノードノードノード追加追加追加追加 / 削除時削除時削除時削除時でもでもでもでも、、、、クライアントクライアントクライアントクライアント / 

サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの接続設定接続設定接続設定接続設定のののの変更変更変更変更はははは不要不要不要不要

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール CRMサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールACT

会計会計会計会計 CRM

SCAN Listener 1

SCAN Listener 2

SCAN Listener 3 ポイントポイントポイントポイント ②②②②

障害障害障害障害
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Eメールメールメールメール 人事人事人事人事

MAIL HR

Oracle Clusterware

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール HRサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール Free

ポイントポイントポイントポイント ①①①①

自動的自動的自動的自動的にににに接続時接続時接続時接続時フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー

(明示的明示的明示的明示的なななな設定設定設定設定はははは不要不要不要不要)

SCAN Listener 3

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールMAIL

ポイントポイントポイントポイント ②②②②

RAC インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス間間間間でででで自動的自動的自動的自動的にににに分散分散分散分散してしてしてして接続接続接続接続

(サーバー・サイド・ロードバランシングサーバー・サイド・ロードバランシングサーバー・サイド・ロードバランシングサーバー・サイド・ロードバランシング)



Oracle Grid Infrastructure のののの主要主要主要主要なななな機能機能機能機能

• サーバーリソースの最適化を可能にするインフラ

• サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール

• 動的インフラに対応した接続方式

• Single Client Access Name (SCAN)
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• ネットワーク固有の設定を排除したドメインの構築

• Grid Plug and Play (GPnP)

• どのサーバー上でもアクセス可能なファイルシステム

• Oracle ASM Cluster File System (ACFS)



Grid Plug and Play (GPnP)

• ノード追加・削除の際の手動操作の排除

• 人的ミスの防止

ノードノードノードノード固有固有固有固有のののの設定設定設定設定をををを排除排除排除排除することですることですることですることで、、、、クラスタクラスタクラスタクラスタ構成構成構成構成
のののの変更変更変更変更やややや管理管理管理管理をををを容易容易容易容易にににに
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• より大規模なクラスタの構築を容易に

• GPnP の構成要素
�Dynamic Host Configuration Protocol 

(DHCP) のサポート

�Single Client Access Name (SCAN)

�Grid Naming Service (GNS)

pmrac_cluster

pmrac1.us.oracle.com pmrac1-priv.us.oracle.com pmrac1-vip.us.oracle.com

pmrac2.us.oracle.com pmrac2-priv.us.oracle.com pmrac2-vip.us.oracle.com

pmrac3.us.oracle.com pmrac3-priv.us.oracle.com pmrac3-vip.us.oracle.com

pmrac4.us.oracle.com pmrac4-priv.us.oracle.com pmrac4-vip.us.oracle.com



IP アドレスのアドレスのアドレスのアドレスの割割割割りりりり当当当当てててて

タイプタイプタイプタイプ IP アサインアサインアサインアサイン 名前解決名前解決名前解決名前解決

ノード1 パブリック 固定 DNS

ノード1 VIP 固定 DNS

ノード1 プライベート 固定 DNS

ノード2 パブリック 固定 DNS

ノード2 VIP 固定 DNS

タイプタイプタイプタイプ IP アサインアサインアサインアサイン 名前解決名前解決名前解決名前解決

GNS VIP 固定 DNS

ノード1 パブリック 固定/DHCP GNS

ノード1 VIP DHCP GNS

• GNS を構成しない場合

• GNS を構成する場合
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ノード2 VIP 固定 DNS

ノード2 プライベート 固定 DNS

SCAN VIP 1 固定 DNS

SCAN VIP 2 固定 DNS

SCAN VIP 3 固定 DNS

ノード1 VIP DHCP GNS

ノード1 プライベート 固定/DHCP GNS

ノード2 パブリック 固定/DHCP GNS

ノード2 VIP DHCP GNS

ノード2 プライベート 固定/DHCP GNS

SCAN VIP 1 DHCP GNS

SCAN VIP 2 DHCP GNS

SCAN VIP 3 DHCP GNS



ネットワークネットワークネットワークネットワーク固有固有固有固有のののの設定設定設定設定をををを排除排除排除排除 (GNS 環境環境環境環境)

空空空空きプールきプールきプールきプール 使用使用使用使用プールプールプールプール

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール CRMサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールACT

会計会計会計会計 CRM

クラスタクラスタクラスタクラスタ環境環境環境環境のドメインのドメインのドメインのドメイン (例例例例 : mycluster.oracle.com)クラスタクラスタクラスタクラスタ環境環境環境環境のドメインのドメインのドメインのドメイン (例例例例 : mycluster.oracle.com)

DHCP サーバーサーバーサーバーサーバーDHCP サーバーサーバーサーバーサーバー

ポイントポイントポイントポイント ①①①①

クラスタクラスタクラスタクラスタ環境環境環境環境のドメインをのドメインをのドメインをのドメインを形成形成形成形成
ポイントポイントポイントポイント ②②②②

クラスタクラスタクラスタクラスタ内内内内のののの IP 

アドレスはアドレスはアドレスはアドレスは DHCP 

サーバーからサーバーからサーバーからサーバーから取得取得取得取得

ポイントポイントポイントポイント ④④④④
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Eメールメールメールメール 人事人事人事人事

Oracle Clusterware

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール HRサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール Free サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールMAIL

GNS
ポイントポイントポイントポイント ③③③③

クラスタクラスタクラスタクラスタ内内内内のののの名前解決名前解決名前解決名前解決をををを行行行行うううう

サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの補充補充補充補充もももも容易容易容易容易

(ネットワークのネットワークのネットワークのネットワークの設定設定設定設定がががが不要不要不要不要)



Oracle Grid Infrastructure のののの主要主要主要主要なななな機能機能機能機能

• サーバーリソースの最適化を可能にするインフラ

• サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール

• 動的インフラに対応した接続方式

• Single Client Access Name (SCAN)
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• ネットワーク固有の設定を排除したドメインの構築

• Grid Plug and Play (GPnP)

• どのサーバー上でもアクセス可能なファイルシステム

• Oracle ASM Cluster File System (ACFS)



• 拡張性に優れた汎用ファイルシステム

• NAS プロトコル（NFS, CIFS）でアクセス可能

• マルチ OS プラットフォーム（11g R2 初期リリースでは Linux と
Windows）

• 読み取り専用スナップショットをサポート

• 動的なボリューム管理をサポート

Oracle ASM Cluster File System 

(ACFS)
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• 動的なボリューム管理をサポート

29

全全全全てのデータをてのデータをてのデータをてのデータを ASM でででで管理可能管理可能管理可能管理可能にににに

ASM にににに配置可能配置可能配置可能配置可能なファイルなファイルなファイルなファイル

•データベースのデータファイルデータベースのデータファイルデータベースのデータファイルデータベースのデータファイル

• アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログファイルログファイルログファイルログファイル

• RMAN バックアップファイルバックアップファイルバックアップファイルバックアップファイル

• Data Pump ダンプファイルダンプファイルダンプファイルダンプファイル

ACFS にににに配置可能配置可能配置可能配置可能なファイルなファイルなファイルなファイル

(ASM にににに配置不可配置不可配置不可配置不可のファイルのファイルのファイルのファイル)

• アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

• DB のアラートログのアラートログのアラートログのアラートログ、、、、トレースファイルトレースファイルトレースファイルトレースファイル

• DB Home

• テキストおよびテキストおよびテキストおよびテキストおよび、、、、バイナリファイルバイナリファイルバイナリファイルバイナリファイル

(映像映像映像映像、、、、 音声音声音声音声などなどなどなど)

11g R1 までまでまでまで
11g R2



Automatic Storage Management (ASM)

ASM でででで全全全全てのデータをてのデータをてのデータをてのデータを管理管理管理管理

ASM インスタンスがインスタンスがインスタンスがインスタンスが
管理管理管理管理するするするする Oracle データデータデータデータ

Application
サード・パーティサード・パーティサード・パーティサード・パーティ製製製製
ファイルシステムファイルシステムファイルシステムファイルシステム

ACFS スナップショットスナップショットスナップショットスナップショット

ASM クラスタ・ファイルクラスタ・ファイルクラスタ・ファイルクラスタ・ファイル

RACデータベースデータベースデータベースデータベース
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ASM

ディスクディスクディスクディスク

グループグループグループグループ

管理管理管理管理するするするする Oracle データデータデータデータ
ベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイル

動的動的動的動的ボリュームマネージャボリュームマネージャボリュームマネージャボリュームマネージャ

ASM クラスタ・ファイルクラスタ・ファイルクラスタ・ファイルクラスタ・ファイル
システムシステムシステムシステム (ACFS)

DB DatafilesDB Datafilesデータベース・データベース・データベース・データベース・
データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル

OCR & 投票投票投票投票ファイルファイルファイルファイル

ASM ファイルファイルファイルファイル

ACFS FS

Oracle バイナリバイナリバイナリバイナリ サードパーティサードパーティサードパーティサードパーティ
FS

動的動的動的動的ボリュームボリュームボリュームボリューム



ACFS 上上上上にににに DB HOME をををを配置可能配置可能配置可能配置可能

Oracle Database のインストールはのインストールはのインストールはのインストールは１１１１回回回回のみのみのみのみ

各各各各ローカルディスクにインストールローカルディスクにインストールローカルディスクにインストールローカルディスクにインストール ACFS 上上上上にインストールにインストールにインストールにインストール

RAC データベースデータベースデータベースデータベース RAC データベースデータベースデータベースデータベース

DB HomeDB HomeDB HomeDB Home
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注意点
• 単一点障害 : ASM で適切な冗長性を確保すること

• ローリング・パッチは適用不可

全全全全サーバーサーバーサーバーサーバー上上上上にににに
インストールするインストールするインストールするインストールする
必要必要必要必要があるがあるがあるがある

インストールはインストールはインストールはインストールは1回回回回

のみのみのみのみ。。。。全全全全サーバーサーバーサーバーサーバー
はははは同同同同じバイナリをじバイナリをじバイナリをじバイナリを
使用使用使用使用

DB Home



ACFS によるファイルによるファイルによるファイルによるファイル管理管理管理管理

空空空空きプールきプールきプールきプール 使用使用使用使用プールプールプールプール

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール CRMサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールACT

会計会計会計会計 CRM

Application Binary

Script / log file

Oracle ACFSOracle ACFSASM FilesASM Files

ポイントポイントポイントポイント ①①①①

全全全全サーバーでアクセスサーバーでアクセスサーバーでアクセスサーバーでアクセス可能可能可能可能なクなクなクなク
ラスタ・ファイルシステムラスタ・ファイルシステムラスタ・ファイルシステムラスタ・ファイルシステム

障害障害障害障害

ポイントポイントポイントポイント ③③③③
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Eメールメールメールメール 人事人事人事人事

Oracle Clusterware

サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール HRサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール Free サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールMAIL

共有共有共有共有ストレージストレージストレージストレージ

ポイントポイントポイントポイント ②②②②

アプリケーションをアプリケーションをアプリケーションをアプリケーションを配置配置配置配置することですることですることですることで、、、、どのどのどのどの
サーバーサーバーサーバーサーバー上上上上からでもからでもからでもからでも起動可能起動可能起動可能起動可能。。。。アプリケアプリケアプリケアプリケ
ーションなどのログもーションなどのログもーションなどのログもーションなどのログも集中管理集中管理集中管理集中管理

ポイントポイントポイントポイント ③③③③

ASM のののの冗長化技術冗長化技術冗長化技術冗長化技術にににに
よるよるよるよる高可用性高可用性高可用性高可用性のののの確保確保確保確保



動的動的動的動的インフラストラクチャをインフラストラクチャをインフラストラクチャをインフラストラクチャを実現実現実現実現するためにするためにするためにするために
導入導入導入導入されたされたされたされた Oracle のののの技術技術技術技術

クラスタへのクラスタへのクラスタへのクラスタへの接続接続接続接続 SCAN (動的動的動的動的インフラにインフラにインフラにインフラに対応対応対応対応したしたしたした接続接続接続接続)

仮想仮想仮想仮想 IP アドレスアドレスアドレスアドレス (VIP) GNS 環境環境環境環境 (自動的自動的自動的自動的にににに IP アドレスのアドレスのアドレスのアドレスの割割割割りりりり当当当当てててて)

リスナーリスナーリスナーリスナー 動的構成動的構成動的構成動的構成 (IP アドレスのアドレスのアドレスのアドレスの変動変動変動変動にもにもにもにも自動対応自動対応自動対応自動対応)

データベースデータベースデータベースデータベース ポリシーポリシーポリシーポリシー管理管理管理管理 (RAC インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの動的配置動的配置動的配置動的配置)

11.2 New

11.2 New

11.2 New

11.2 New
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データベースデータベースデータベースデータベース ポリシーポリシーポリシーポリシー管理管理管理管理 (RAC インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの動的配置動的配置動的配置動的配置)

サーバーサーバーサーバーサーバー サーバー・プールサーバー・プールサーバー・プールサーバー・プール (サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの仮想化仮想化仮想化仮想化)

ストレージストレージストレージストレージ ASM + ACFS (全全全全サーバーからアクセスサーバーからアクセスサーバーからアクセスサーバーからアクセス可能可能可能可能)

データセンターデータセンターデータセンターデータセンター全体全体全体全体のリソースをのリソースをのリソースをのリソースを最適化最適化最適化最適化するためにするためにするためにするために必要必要必要必要なななな技術技術技術技術

11.2 New

11.2 New

11.2 New



アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ

1. Oracle Grid Infrastructure とは

2. Oracle Grid Infrastructure の主要な機能
• サーバー・プール

• Single Client Access Name (SCAN)

• Grid Plug and Play (GPnP)

• Oracle ASM File System (ACFS)
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• Oracle ASM File System (ACFS)

3. 11g Release 2 における構成
• ハードウェア構成

• ソフトウェア構成

4. 追加情報・注意事項

5. まとめ



ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア構成構成構成構成

パブリック・ネットワークパブリック・ネットワークパブリック・ネットワークパブリック・ネットワーク

プライベート・ネットワークプライベート・ネットワークプライベート・ネットワークプライベート・ネットワーク

クライアントクライアントクライアントクライアント

internetinternet
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共有共有共有共有ディスクディスクディスクディスク

DHCPDHCP
サーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバー

DNSDNS
サーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバー

SCAN のののの IP アドレスアドレスアドレスアドレス
をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために使用使用使用使用

GPnP環境環境環境環境をををを
構築構築構築構築するするするする場合場合場合場合
のみのみのみのみ必要必要必要必要

DNS サーバーがない環境では /etc/hosts ファイルに
記述してSCANのIPアドレスの解決が可能（非推奨）
その場合解決できるIPアドレスは1つのみ



ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア構成構成構成構成
シングルシングルシングルシングル構成構成構成構成

Oracle Grid Infrastructure

Oracle ASM

Oracle Restart

Oracle Database

Operating System

Oracle Restart をををを構成構成構成構成するするするする場合場合場合場合

通常通常通常通常のシングルのシングルのシングルのシングル構成構成構成構成でででで ASM をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合

Oracle Grid Infrastructure

Oracle ASM

Oracle Clusterware

Oracle Database

Operating System
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Operating System

Oracle Clusterware

のサブセットのサブセットのサブセットのサブセット

Oracle Restart －シングル・インスタンス
環境への高可用性対応
� 定期的なインスタンスの監視
� インスタンス障害時に自動再起動
ASM の構成が必須（使用は任意）

【【【【参考参考参考参考】】】】通常通常通常通常のシングルのシングルのシングルのシングル構成構成構成構成でででで ASM をををを

使用使用使用使用しないしないしないしない構成構成構成構成のののの場合場合場合場合

Oracle Database

Operating System



ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア構成構成構成構成
クラスタクラスタクラスタクラスタ構成構成構成構成

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Database

Oracle ASM

Oracle Clusterware
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共有共有共有共有ディスクディスクディスクディスク

Oracle Grid Infrastructure

Operating System

※RAC One Node を構成する場合も
ソフトウェア構成は同様



アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ

1. Oracle Grid Infrastructure とは

2. Oracle Grid Infrastructure の主要な機能
• サーバー・プール

• Single Client Access Name (SCAN)

• Oracle ASM File System (ACFS)

• Grid Plug and Play (GPnP)
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• Grid Plug and Play (GPnP)

3. 11g Release 2 における構成
• ハードウェア構成

• ソフトウェア構成

4. 追加情報・注意事項

5. まとめ



環境構成例環境構成例環境構成例環境構成例

• 2 ノード RAC（ASM 使用）の構成例

パブリック・ネットワークパブリック・ネットワークパブリック・ネットワークパブリック・ネットワーク

プライベート・プライベート・プライベート・プライベート・

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

クライアントクライアントクライアントクライアント
internetinternet

RACインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

ASM インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

Oracle Clusterware

RACインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

ASM インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

Oracle Clusterware

node1node1 node2node2
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DNSDNS
サーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバーサーバー

Operating System

Oracle Clusterware

Operating System

Oracle Clusterware

共有共有共有共有ディスクディスクディスクディスク

SCAN のののの名前解決名前解決名前解決名前解決

（（（（例例例例））））SCAN 名名名名：：：：
scan1.jp.oracle.com

IP アドレスアドレスアドレスアドレス：：：：
10.123.100.123 

10.123.100.124 

10.123.100.125

OCR / 投票投票投票投票ディスクディスクディスクディスク, DB 用用用用 Fast Recovery Area 用用用用 追加用追加用追加用追加用

ディスク・グループディスク・グループディスク・グループディスク・グループ：：：：DATA ディスク・グループディスク・グループディスク・グループディスク・グループ：：：：FRA

Oracle ASM によるによるによるによる管理管理管理管理



Grid Infrastructure 使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意

• Grid Infrastructure ライセンス
• データベースのエディションは問わない

• 以下の条件を満たすサーバーでインストールおよび使用が可能

1. サーバー OS が、有効な Oracle Unbreakable Linux サポート契
約でサポートされている

2. クラスタを構成する最低 1台に Enterprise Edition (EE) あるいは
Standard Edition (SE) のライセンスを購入している
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Standard Edition (SE) のライセンスを購入している

3. 障害からソフトウェアを保護する目的で使用する

• オラクル社提供のソフトウェアである

• Oracle データベースを使用するソフトウェアである

• 上記を満たしている場合は ACFS も データベースの追加コストなしで
利用可能

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞Oracle Database ライセンスライセンスライセンスライセンス情報情報情報情報 11g リリースリリースリリースリリース 2 （（（（11.2））））

http://download.oracle.com/docs/cd/E16338_01/license.112/b56284/editions.htm#CJAHFHBJ



Oracle Clusterware バージョンのバージョンのバージョンのバージョンの互換性互換性互換性互換性

• Oracle Clusterware 11g R2

• ASM 11g R1 / 10g R2 / 10g R1 をサポート

• Oracle Database 11g R1 / 10g R2 / 10g R1 をサポート

• ASM 11g R2

• Oracle Clusterware 11g R2 が必要
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• Oracle Clusterware 11g R2 が必要

• Oracle Database 11g R1 / 10g R2 / 10g R1 をサポート

• Oracle Database 11g R2

• Oracle Clusterware 11g R2 が必要

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞My Oracle Support https://support.us.oracle.com/

[ID 337737.1] Oracle Clusterware - ASM - Database Version Compatibility



Oracle ACFS 使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意

• Oracle ACFS

• Oracle ACFS では、Oracle ASM に直接格納できるファイルは
サポート対象外ですのでご注意ください

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞Oracle Database ストレージストレージストレージストレージ管理者管理者管理者管理者ガイドガイドガイドガイド 11g リリースリリースリリースリリース2 (11.2)

Oracle ACFS の概要

http://download.oracle.com/docs/cd/E16338_01/server.112/b56295/asmfilesystem.htm#CA

CCHAFH
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• Oracle ASM でサポートされるファイル・タイプは以下を参照

CCHAFH

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞Oracle Database ストレージストレージストレージストレージ管理者管理者管理者管理者ガイドガイドガイドガイド 11g リリースリリースリリースリリース2 (11.2)

Oracle ASM でサポートされるファイルのタイプ

http://download.oracle.com/docs/cd/E16338_01/server.112/b56295/asmfiles.htm#g1030822



アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ

1. Oracle Grid Infrastructure とは

2. Oracle Grid Infrastructure の主要な機能
• サーバー・プール

• Single Client Access Name (SCAN)

• Grid Plug and Play (GPnP)

• Oracle ASM File System (ACFS)
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• Oracle ASM File System (ACFS)

3. 11g Release 2 における構成
• ハードウェア構成

• ソフトウェア構成

4. 追加情報・注意事項

5. まとめ



Oracle Database 11g Release 2 でででで
実現実現実現実現するするするする統合統合統合統合システムシステムシステムシステム基盤基盤基盤基盤

サーバー・サーバー・サーバー・サーバー・

プールプールプールプール Free

SCAN

統合汎用統合汎用統合汎用統合汎用 DB 1

社内社内社内社内サービスサービスサービスサービス

開発環境開発環境開発環境開発環境 DB 統合汎用統合汎用統合汎用統合汎用 DB 2 RAC One

販売販売販売販売サービスサービスサービスサービス

在庫在庫在庫在庫サービスサービスサービスサービス 事業別事業別事業別事業別サービスサービスサービスサービス

App Team A

App Team B

Service

Service
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重要度重要度重要度重要度: 高高高高 重要度重要度重要度重要度: 中中中中 重要度重要度重要度重要度: 低低低低

Oracle Clusterware

App Binary

Script / log file

Oracle ACFSOracle ACFSASM FilesASM Files

Oracle Automatic Storage Management



クラウドクラウドクラウドクラウド時代時代時代時代にににに向向向向けたデータセンターにけたデータセンターにけたデータセンターにけたデータセンターに最適最適最適最適なプラットフォームなプラットフォームなプラットフォームなプラットフォーム

= Oracle Grid Infrastructure

まとめまとめまとめまとめ

• リソースの物理的な所在を意識せずにサービスとして
利用可能

• 統合システム基盤構築による運用の標準化、コスト削減
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• 統合システム基盤構築による運用の標準化、コスト削減
の促進
• 複数データベースを単一クラスタに統合し、全体最適化

• RAC One Node による小規模データベースの集約

• 今後のデータセンターでは、ビジネス要件の変化に迅速
に対応できる柔軟なインフラストラクチャが重要



あのあのあのあのOracle DatabaseOracle DatabaseOracle DatabaseOracle Database Enterprise EditionEnterprise EditionEnterprise EditionEnterprise Editionがががが超超超超おトクおトクおトクおトク!!

オラクルオラクルオラクルオラクルオラクルオラクルオラクルオラクルクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーンクルクルキャンペーン

多多多多くのおくのおくのおくのお客様客様客様客様でサーバーでサーバーでサーバーでサーバー使用期間使用期間使用期間使用期間とされるとされるとされるとされる

5年間年間年間年間にライセンスにライセンスにライセンスにライセンス期間期間期間期間をををを限定限定限定限定

•期間途中期間途中期間途中期間途中でででで永久永久永久永久ライセンスへライセンスへライセンスへライセンスへ差額移行差額移行差額移行差額移行

• 5年後年後年後年後にににに新規新規新規新規ライセンスをライセンスをライセンスをライセンスを購入購入購入購入しししし継続利用継続利用継続利用継続利用

• 5年後年後年後年後にににに新新新新システムへデータをシステムへデータをシステムへデータをシステムへデータを移行移行移行移行

Enterprise Editionはここがはここがはここがはここが違違違違うううう!!

Oracle Databaseのののの

ライセンスライセンスライセンスライセンス価格価格価格価格をををを大幅大幅大幅大幅にににに抑抑抑抑えてえてえてえて

ごごごご導入導入導入導入いただけますいただけますいただけますいただけます
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詳詳詳詳しくはコチラしくはコチラしくはコチラしくはコチラhttp://www.oracle.co.jp/campaign/kurukuru/index.html

おおおお問問問問いいいい合合合合わせフォームわせフォームわせフォームわせフォーム
http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Enterprise Editionはここがはここがはここがはここが違違違違うううう!!

•圧倒的圧倒的圧倒的圧倒的ななななパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス!

• データベースデータベースデータベースデータベース管理管理管理管理がカンタンがカンタンがカンタンがカンタン!

• データベースをデータベースをデータベースをデータベースを止止止止めなくていいめなくていいめなくていいめなくていい!

• もちろんもちろんもちろんもちろん障害対策障害対策障害対策障害対策もももも万全万全万全万全!



OTNOTN×××××××× ダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップダイセミでスキルアップ!!!!

Oracle Technology Network(OTN)をををを御活用下御活用下御活用下御活用下さいさいさいさい。。。。

・・・・技術的技術的技術的技術的なななな内容内容内容内容についてについてについてについて疑問点疑問点疑問点疑問点をををを解消解消解消解消したいしたいしたいしたい！！！！
・・・・一般的一般的一般的一般的なそのなそのなそのなその解決方法解決方法解決方法解決方法などをなどをなどをなどを知知知知りたいりたいりたいりたい！！！！
・セミナ・セミナ・セミナ・セミナ資料資料資料資料などなどなどなど技術技術技術技術コンテンツがほしいコンテンツがほしいコンテンツがほしいコンテンツがほしい！！！！

技術的技術的技術的技術的なななな疑問点疑問点疑問点疑問点はははは、、、、OTN掲示版掲示版掲示版掲示版のののの

「「「「Oracle WebLogic Server」」」」へへへへ

http://otn.oracle.co.jp/forum/forum.jspa?forumID=59
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※※※※OTN掲示版掲示版掲示版掲示版はははは、、、、基本的基本的基本的基本的ににににOracleユーザーユーザーユーザーユーザー有志有志有志有志からのからのからのからの回答回答回答回答となるためとなるためとなるためとなるため100%回答回答回答回答があるとはがあるとはがあるとはがあるとは限限限限りませんりませんりませんりません。。。。
ただただただただ、、、、過去過去過去過去のののの履歴履歴履歴履歴をををを見見見見るとるとるとると、、、、質問質問質問質問のののの大多数大多数大多数大多数にににに関関関関してなんらかのしてなんらかのしてなんらかのしてなんらかの回答回答回答回答がががが書書書書きききき込込込込まれておりますまれておりますまれておりますまれております。。。。

「「「「Oracle WebLogic Server」」」」へへへへ

過去過去過去過去のセミナのセミナのセミナのセミナ資料資料資料資料、、、、動画動画動画動画コンテンツはコンテンツはコンテンツはコンテンツはOTNのののの

「「「「OTNセミナーセミナーセミナーセミナー オンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンド コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ」」」」へへへへ

http://www.oracle.com/technology/global/jp/ondemand/otn-seminar/index.html

※※※※ダイセミダイセミダイセミダイセミ事務局事務局事務局事務局にダイセミにダイセミにダイセミにダイセミ資料資料資料資料をををを請求頂請求頂請求頂請求頂いてもいてもいてもいても、、、、おおおお受受受受けできないけできないけできないけできない可能性可能性可能性可能性がございますのでがございますのでがございますのでがございますので予予予予めごめごめごめご了承了承了承了承くださいくださいくださいください。。。。
ダイセミダイセミダイセミダイセミ資料資料資料資料ははははOTNコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ オンオンオンオン デマンドかデマンドかデマンドかデマンドか、、、、セミナセミナセミナセミナ実施時間内実施時間内実施時間内実施時間内にダウンロードにダウンロードにダウンロードにダウンロード頂頂頂頂くようおくようおくようおくようお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします。。。。



OTNOTNセミナーセミナーセミナーセミナーセミナーセミナーセミナーセミナー オンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンド コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ
期間限定期間限定期間限定期間限定にてにてにてにて、、、、ダイセミのダイセミのダイセミのダイセミの人気人気人気人気セミナーをセミナーをセミナーをセミナーを動画配信中動画配信中動画配信中動画配信中!!

ダイセミのライブダイセミのライブダイセミのライブダイセミのライブ感感感感はそのままにはそのままにはそのままにはそのままに、、、、おおおお好好好好きなきなきなきな時間時間時間時間でででで受講頂受講頂受講頂受講頂けますけますけますけます。。。。
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※※※※掲載掲載掲載掲載のコンテンツのコンテンツのコンテンツのコンテンツ内容内容内容内容はははは予告予告予告予告なくなくなくなく変更変更変更変更になるになるになるになる可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。
期間限定期間限定期間限定期間限定でのでのでのでの配信配信配信配信コンテンツもコンテンツもコンテンツもコンテンツも含含含含まれておりますまれておりますまれておりますまれております。。。。おおおお早早早早めにダウンロードめにダウンロードめにダウンロードめにダウンロード頂頂頂頂くことをおくことをおくことをおくことをお勧勧勧勧めいたしますめいたしますめいたしますめいたします。。。。

OTN オンデマンドオンデマンドオンデマンドオンデマンド



運用運用運用運用 IT 企画企画企画企画

経営企画経営企画経営企画経営企画

業務改善計画業務改善計画業務改善計画業務改善計画のののの作成支援作成支援作成支援作成支援
• 業務診断業務診断業務診断業務診断サービスサービスサービスサービス
• BIアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス

システムシステムシステムシステム企画企画企画企画のののの作成支援作成支援作成支援作成支援
•業務診断業務診断業務診断業務診断サービスサービスサービスサービス
•BIアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス

システムシステムシステムシステム運用状況運用状況運用状況運用状況のののの診断診断診断診断
•パフォーマンス・クリニック・サービスパフォーマンス・クリニック・サービスパフォーマンス・クリニック・サービスパフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティシステム・セキュリティシステム・セキュリティシステム・セキュリティ診断診断診断診断サービスサービスサービスサービス
•データデータデータデータ管理最適化管理最適化管理最適化管理最適化サービスサービスサービスサービス

ITプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト全般全般全般全般にににに渡渡渡渡るるるる無償支援無償支援無償支援無償支援サービスサービスサービスサービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニューサービスメニューサービスメニューサービスメニュー
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構築構築構築構築 設計設計設計設計

•BIアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス

RFP／／／／提案書提案書提案書提案書のののの作成支援作成支援作成支援作成支援
•BIアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス
•メインフレームメインフレームメインフレームメインフレーム資産活用相談資産活用相談資産活用相談資産活用相談サービスサービスサービスサービス
•仮想化仮想化仮想化仮想化アセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス
•Oracle 構成相談構成相談構成相談構成相談サービスサービスサービスサービス
•Oracle Database 高可用性高可用性高可用性高可用性クリニッククリニッククリニッククリニック

システムシステムシステムシステム構築時構築時構築時構築時のののの道案内道案内道案内道案内
•Access / SQL Serverからのからのからのからの移行移行移行移行
•MySQL / PostgreSQLからのからのからのからの移行移行移行移行
•Oracle Database バージョンアップバージョンアップバージョンアップバージョンアップ支援支援支援支援
•Oracle Developer Webアップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
•システムシステムシステムシステム連携連携連携連携アセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービスアセスメントサービス



Oracle Direct 検索検索検索検索

あなたにいちばんあなたにいちばんあなたにいちばんあなたにいちばん近近近近いオラクルいオラクルいオラクルいオラクル

Oracle Direct
まずはおまずはおまずはおまずはお問合問合問合問合せくださいせくださいせくださいせくださいまずはおまずはおまずはおまずはお問合問合問合問合せくださいせくださいせくださいせください

システムのシステムのシステムのシステムの検討検討検討検討・・・・構築構築構築構築からからからから運用運用運用運用までまでまでまで、、、、ITプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト全般全般全般全般のののの相談窓口相談窓口相談窓口相談窓口としてごとしてごとしてごとしてご支援支援支援支援いたしますいたしますいたしますいたします。。。。

システムシステムシステムシステム構成構成構成構成やライセンスやライセンスやライセンスやライセンス/購入方法購入方法購入方法購入方法などおなどおなどおなどお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ下下下下さいさいさいさい。。。。

Copyright© 2010 Oracle. All rights reserved.

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Web問問問問いいいい合合合合わせフォームわせフォームわせフォームわせフォーム フリーダイヤルフリーダイヤルフリーダイヤルフリーダイヤル

専用専用専用専用おおおお問問問問いいいい合合合合わせフォームにてごわせフォームにてごわせフォームにてごわせフォームにてご相談内容相談内容相談内容相談内容をををを承承承承りますりますりますります。。。。

※※※※フォームのフォームのフォームのフォームの入力入力入力入力にはにはにはには、、、、Oracle Direct SeminarOracle Direct SeminarOracle Direct SeminarOracle Direct Seminar申込時申込時申込時申込時とととと同同同同じじじじ

ログインがログインがログインがログインが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。

※※※※こちらからこちらからこちらからこちらから詳細確認詳細確認詳細確認詳細確認のおのおのおのお電話電話電話電話をををを差差差差しししし上上上上げるげるげるげる場合場合場合場合がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、ごごごご登録登録登録登録ささささ
れているれているれているれている連絡先連絡先連絡先連絡先がががが最新最新最新最新のものになっているかのものになっているかのものになっているかのものになっているか、、、、ごごごご確認下確認下確認下確認下さいさいさいさい。。。。

0120－－－－155－－－－096

※※※※月曜月曜月曜月曜~金曜金曜金曜金曜 9:00~12:00、、、、13:00~18:00

（（（（祝日祝日祝日祝日およびおよびおよびおよび年末年始除年末年始除年末年始除年末年始除くくくく））））

システムシステムシステムシステム構成構成構成構成やライセンスやライセンスやライセンスやライセンス/購入方法購入方法購入方法購入方法などおなどおなどおなどお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ下下下下さいさいさいさい。。。。
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以上以上以上以上のののの事項事項事項事項はははは、、、、弊社弊社弊社弊社のののの一般的一般的一般的一般的なななな製品製品製品製品のののの方向性方向性方向性方向性にににに関関関関するするするする概要概要概要概要をををを説明説明説明説明するものですするものですするものですするものです
。。。。またまたまたまた、、、、情報提供情報提供情報提供情報提供をををを唯一唯一唯一唯一のののの目的目的目的目的とするものでありとするものでありとするものでありとするものであり、、、、いかなるいかなるいかなるいかなる契約契約契約契約にもにもにもにも組組組組みみみみ込込込込むことむことむことむこと
はできませんはできませんはできませんはできません。。。。以下以下以下以下のののの事項事項事項事項はははは、、、、マテリアルやコードマテリアルやコードマテリアルやコードマテリアルやコード、、、、機能機能機能機能をををを提供提供提供提供することをコミットメすることをコミットメすることをコミットメすることをコミットメ
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はできませんはできませんはできませんはできません。。。。以下以下以下以下のののの事項事項事項事項はははは、、、、マテリアルやコードマテリアルやコードマテリアルやコードマテリアルやコード、、、、機能機能機能機能をををを提供提供提供提供することをコミットメすることをコミットメすることをコミットメすることをコミットメ
ントントントント（（（（確約確約確約確約））））するものではないためするものではないためするものではないためするものではないため、、、、購買決定購買決定購買決定購買決定をををを行行行行うううう際際際際のののの判断材料判断材料判断材料判断材料になさらないでになさらないでになさらないでになさらないで下下下下
さいさいさいさい。。。。オラクルオラクルオラクルオラクル製品製品製品製品にににに関関関関してしてしてして記載記載記載記載されているされているされているされている機能機能機能機能のののの開発開発開発開発、、、、リリースおよびリリースおよびリリースおよびリリースおよび時期時期時期時期につにつにつにつ
いてはいてはいてはいては、、、、弊社弊社弊社弊社のののの裁量裁量裁量裁量によりによりによりにより決定決定決定決定されますされますされますされます。。。。

Oracle、、、、PeopleSoft、、、、JD Edwards、、、、及及及及びびびびSiebelはははは、、、、米国米国米国米国オラクル・コーポレーションオラクル・コーポレーションオラクル・コーポレーションオラクル・コーポレーション及及及及びそのびそのびそのびその子会社子会社子会社子会社、、、、関連会社関連会社関連会社関連会社のののの
登録商標登録商標登録商標登録商標ですですですです。。。。そのそのそのその他他他他のののの名称名称名称名称はそれぞれのはそれぞれのはそれぞれのはそれぞれの会社会社会社会社のののの商標商標商標商標のののの可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。
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ポリシーポリシーポリシーポリシー管理管理管理管理

基本構成基本構成基本構成基本構成 (1)

RAC DB

Service

RAC DB RAC DB

Service Service

Service

Free プールプールプールプール

Service

• 複数のデータベースを Oracle Clusterware に統合

• データベース単位でサーバー・プールを作成 / 配置

UNIFORM

SINGLETON
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RAC DB RAC DB RAC DB

Oracle Clusterware

Automatic Storage Management

Free プールプールプールプール



ポリシーポリシーポリシーポリシー管理管理管理管理

基本構成基本構成基本構成基本構成 (2)

RAC DB

1つのサーバー・プールにつのサーバー・プールにつのサーバー・プールにつのサーバー・プールに複数複数複数複数のののの
データベースをデータベースをデータベースをデータベースを配置配置配置配置

Service Service

Service Service

複数複数複数複数のサーバー・プールにのサーバー・プールにのサーバー・プールにのサーバー・プールに1つのつのつのつの
データベータスをデータベータスをデータベータスをデータベータスを配置配置配置配置

RAC DB

•インスタンスケージングのインスタンスケージングのインスタンスケージングのインスタンスケージングの併用併用併用併用もももも可能可能可能可能 •サービスをサーバーサービスをサーバーサービスをサーバーサービスをサーバー間間間間でででで分離分離分離分離
したいしたいしたいしたい場合場合場合場合
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RAC DB

RAC DB

RAC DB

Service Service


